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2022年 11月 10日 
日本板硝子株式会社 

 

2023 年３月期 第 2四半期決算概要 
 

⚫ 売上高、営業利益は増収増益、かつ上期業績予想を達成 

⚫ 建築用ガラス事業および高機能ガラス事業の好調が継続、自動車用ガラス事業でも価格転嫁が一部実現。 

原燃材料やその他コスト増加の影響を販売価格改善及び販売数量増加で吸収 

⚫ 金利上昇に伴い、欧州の自動車用ガラス事業について、のれん・無形資産の減損損失を個別開示項目に計上。 

ピルキントン社買収以来の財務上のリスクを軽減し、強い財務基盤の回復へ 

⚫ 自己資本比率は RP24の財務目標数値を上回る 15%超を維持 

⚫ 想定を上回る上期実績および円安の影響を踏まえ、通期売上高予想を上方修正。 

下期の不透明な事業環境を考慮し、通期営業利益予想は据え置き 

 

1．2023年 3月期 第 2四半期決算 

⚫ 第 2四半期 (7-9月期) の売上高は 1,977億円 (前年同期比+547億円、+38.3%) 、営業利益は

62億円 (同+6億円、+11.4%)  

⚫ 累計の売上高は 3,757億円 (前年同期比+850億円、+29.2%) 、営業利益は 144億円 (同+17

億円、+13.7%) 

⚫ 個別開示項目に、欧州の自動車用ガラス事業について、2006年のピルキントン社買収により生じたのれんお

よび無形資産 488億円の減損損失を計上。これにより純損失となるが、ピルキントン社買収以来の財務上の

リスクを軽減し、RP24 の重点施策である強い「財務基盤の回復」を目指す 

⚫ 自己資本比率は 15.1% (前年末比△0.4pt) と RP24財務目標数値である 10%以上を維持 

 

<損益計算書および財務指標>    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*親会社の所有者に帰属する当期利益 (△損失) 
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 ＜各事業の概況＞ 

建築用ガラス事業 全地域で堅調な需要が継続、為替影響もあり大幅増収。価格改善およびコスト削減
により原燃材料価格高騰影響の軽減を図り上期累計では増益、しかし第 2四半期
は欧州での需要軟化もあり減益。太陽電池パネル用ガラスの需要も堅調継続 

自動車用ガラス事業 上期は為替影響もあり増収だが、半導体等部品不足による自動車生産制約と原燃
材料価格高騰の影響が続き、コスト削減努力にもかかわらず営業損失計上。 
第 2四半期に自動車メーカーに対する販売価格改善が一部実現、営業損失は縮小 

高機能ガラス事業 堅調な需要とコスト削減を背景に、前年 9月に売却したバッテリーセパレーター事業を
除き増収増益を継続。全体として高い収益性を維持 

      

 

2．2023年 3月期 通期業績予想 

⚫ 想定を上回る上期実績および円安影響を踏まえ、通期売上高予想を上方修正 

⚫ 下期の不透明な事業環境を考慮し、通期営業利益予想は据え置き 

⚫ エネルギー価格高騰、世界的なインフレ拡大等で投入コスト増加の影響が継続 

⚫ 引き続き全社的なコスト削減、高付加価値製品拡大、価格改善に努め、収益性改善に注力 

⚫ 通期純損失予想となるが、ピルキントン社買収以来の財務上のリスクを軽減。RP24 の重点施策である強い

「財務基盤の回復」を目指す 

 

<業績予想> 

  
 

 

*親会社の所有者に帰属する当期利益 (△損失) 
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3．RP24に基づく構造改革施策の進捗 

 

 

(ご参考) ピルキントン社買収に伴う欧州の自動車用ガラス事業のれん・無形資産の減損 

 

 

＜お問い合わせ＞  

広報部  Tel：03-5443-0100 


